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Ｔ
Ｙ
Ｃ
Ａ
は
東
芝
国
際
交
流
財
団
に
よ
る
企
画
で
す
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
６
カ
国
（
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
か
ら
エ
ッ
セ

イ
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
厳
し
い
審
査
を
通
過
し
た
12
人
の
高

校
生
と
本
校
か
ら
「
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
所
属
す
る
４

人
の
生
徒
が
、
東
京
・
代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に

滞
在
し
、
下
の
３
つ
の
目
標
の
も
と
に
国
際
交
流
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

期
間
は
３
月
23
日
か
ら
30
日
ま
で
の
７
泊
８
日
で
、
そ
の

う
ち
25
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
日
、
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高

等
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
等
部
の
４
人
が
所
属
し
て
い
る「
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、「
高
校
生
環
境
連
盟
」
の
中
核
団
体
と
し
て
「
高
校
生
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
小
学
校
エ
コ
出
前
授
業
、
大

学
研
究
会
と
の
高
大
連
携
や
産
学
連
携
な
ど
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
の
「
環
境
意
識
向
上
、
啓
発
、
社
会
へ
の
発
信
」
を

テ
ー
マ
に
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
有
志
団
体
で
す
。
当
日
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
他
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
「
歓
迎
」
を
意
味

す
る
各
国
の
言
葉
を
ポ
ス
タ
ー
に
書
い
て
迎
え
、
高
等
部
の

生
徒
会
長
か
ら
の
英
語
に
よ
る
挨
拶
や
ビ
デ
オ
を
用
い
た
学

校
紹
介
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
初
め
て
の
試
み

に
数
週
間
前
か
ら
準
備
を
進
め
、
ア
ジ
ア
の
同
世
代
の
高
校

生
を
温
か
く
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
ク
ラ
ブ
活
動
の
様
子
を
見
学
し
、
茶
道

部
で
は
茶
室
で
お
点
前
を
経
験
、
そ
し
て
メ
イ
ン
の
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ー
と
し
て
環
境
教
育
ツ
ー
ル
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

「Logy &
 N

om
y

」（
ロ
ジ
ノ
ミ
ー
）
を
体
験
し
ま
し
た
。
ロ

ジ
ノ
ミ
ー
は
「Ecology

」
と
「Econom

y

」
の
合
成
語
で
す
。

参
加
者
は
「
工
業
国
」「
資
源
国
」「
森
林
国
」「
資
産
国
」
の

４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
自
国
の
経
済
発
展
と
自
然
環
境
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
進
め
ま
す
が
、
自
国
の

利
益
の
み
な
ら
ず
他
国
と
強
調
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
世
界

を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
は
福

澤
諭
吉
記
念
文
明
塾
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
、
湘
南
藤

沢
高
等
部
の
「
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
チ
ー
ム
が
英
語
版
を

作
成
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
英
語
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
事
情
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

休
憩
時
に
は
ク
ッ
キ
ン
グ
部
か
ら
「
み
た
ら
し
団
子
」
な

ど
の
お
や
つ
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
く
つ
ろ
い
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
方
々
に
も
本
校
の
生
徒
の
企
画
能
力
や
温
か
い

歓
迎
ぶ
り
を
称
賛
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1. To raise young people’s interest and passion for Japan
2. To encourage students to develop their information analysis and communication skills
3. To create an Asian network of young leaders for Peace and Harmony
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Logy ＆ Nomy ゲームの様子
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